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図1　遺跡の位置と周辺の遺跡



第1章　調査の概要

第1節　調査要項

1　調査目的

東北新幹線建設事業の実施に先立ち、当該地区に所在する朝日山(2)遺跡の発掘調査を行い、その

記録を保存して、地域社会の文化財の活用に資する。

2発掘調査期間　平成12年5月17日～同年10月31日

3遺跡名及び所在地　朝日山(2)遺跡(青森県遺跡番号01197)

　　　　　　　　　　　　　 青森市大字細越字栄山205-2、外

4調査面積　4,800平方メートル

5調査委託者　日本鉄道建設公団

6調査受託者　青森県教育委員会

7調査担当機関　青森県埋蔵文化財調査センター

8調査体制

調査指導員　市川金丸　青森県考古学会会長(考古学)

調査員　藤沼邦彦　弘前大学人文学部教授(考古学)

　　　　　 島口　天　青森県立郷土館研究員(地質学)

調査担当者　青森県埋蔵文化財調査センター

所長　中島邦夫

次長　成田誠治

総務課長　西口良一

調査第二課長　福田友之

文化財保護主事　佐々木雅裕(現　文化財保護課三内丸山遺跡対策室

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文化財保護主事)

田中珠美

調査補助員松原朋子、田中稔大
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図2　地形及び路線
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第2節　調査に至る経過

日本鉄道建設公団による東北新幹線盛岡以北の建設計画にともない、青森県教育庁文化課(平成13

年4月から文化財保護課に改称)では、平成3年度から予定地内の埋蔵文化財の分布調査を行い、そ

の取り扱いについて事業者と協議してきた。盛岡-八戸間のうち本県内の埋蔵文化財の発掘調査は平

成5年度から8年度までは当センターが行い、10年度は文化課が調査を実施し、三戸郡名川町から

八戸市にいたる区間の下記の遺跡調査をすべて終了した。

・平成5年4月12日～6月25日　名川町日渡遺跡(県埋文報告書第162集)

・平成6年8月22日～11月18日　福地村西張(3)遺跡(県埋文報告書第197集)

・平成7年7月3日～11月2日　福地村石焼沢・西張(3)遺跡(県埋文報告書第213集)

・平成8年7月9日～11月1日　福地村西張(2)遺跡(県埋文報告書第233集)

・平成10年5月11日～7月3日　八戸市高岩(1)・(2)遺跡、白蛇(1)・鳥河岸遺跡(県埋文

報告書第266集)

この後、平成11年度からは、東北新幹線八戸-青森間の埋蔵文化財の発掘調査が開始されること

となり、平成11年7月1日～30日当センターが天間林村底田(3)遺跡の調査を実施した(『底田(3)遺

跡』県埋文報告書第290集)。この後、平成11年10月には同文化課から、青森市朝日山(2)遺跡の調査

依頼があり、平成12年5月7日～10月31日を調査期間として調査を実施することとなった。(福田)

第3節　調査方法

調査はグリッド法を基本とする分層発掘とした。

グリッドは公共座標値X=86,300・Y=-9,910、X=86,300・Y=-9,930、X=86,320・

Y=-9,930の工事用杭を基準として、一辺20mの大グリッドに基づき4×4mの小グリッドを設定

した。

グリッドは西から東に向かってA～Yの25文字のアルファベットを、北から南に向かって算用数

字を付した。グリッド名は北西の杭番号のもっている、アルファベットと算用数字の組み合わせによ

って呼称した。東西方向はアルファベットの数を超えるため、超えた分についてはAA・AB・AC

と2文字を組み合わせて呼称した。

標高値は調査区付近に設置された工事用の基準点から移動した標高値を用いたほか、必要に応じて

適宜移設し使用した。

遺構の精査は、必要に応じて適宜セクションベルトを設けて行い、20分の1の縮尺を原則とした

簡易遣り方測量で行った。遺構の番号は種類ごとに付し、確認順あるいは調査着手順に番号を付した。

なお、遺構名は調査時には竪穴住居跡=SI、土坑=SK、井戸跡=SE、掘立柱建物跡=SB、溝

跡=SDの略号を用いた。

土層の名称は、基本層序については表土から下位に向かってローマ数字を付し、細分される土層は

さらに小文字のアルファベットを付した。遺構内の堆積土については上位から下位に向かって算用数
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第2章　遺跡の環境

第1節　朝日山遺跡群の調査と周辺の遺跡

(1)朝日山遺跡群の調査のあゆみ

現在、平安時代の集落跡や縄文時代晩期の墓地跡として知られている朝日山遺跡群は、昭和57年

から発掘調査が開始された。調査の契機は、東北電力の新青森変電所建設の搬入道路建設事業に伴う

もので、県教育庁文化課によって57年8月23日～10月2日に調査された(平成4年以降の朝日山(1)

遺跡、調査面積700㎡)。その結果、平安時代の竪穴住居跡群が発見され、この遺跡がこの時代の集落

跡であることが判明した(県教委1984)。この遺跡は、さらに平成2～7年に東北電力の新青森変電所

の建設事業に伴い、当センターによって断続的に調査された。平成2年度は7月2日～11月16日(平

成4年以降の朝日山(1)・(2)遺跡、調査面積4,200㎡)、平成3年度は4月8日～11月15日(平成4年以

降の朝日山(1)・(2)遺跡、調査面積5,400㎡)、平成4年度は4月13日～11月27日(朝日山(1)・(2)遺跡、

調査面積20,000㎡)に調査が行われ、平安時代の集落跡のほかに縄文時代晩期の土壙墓群も発見され

た(県教委1993,1994a・1994b)。また、平成5年度は4月5日～6月30日に10,000㎡を対象(県教委

1995)とし、平成7年度は9月4日～10月31日に7,300nfを対象(県教委1997)として、朝日山(3)遺跡

が調査され、ともに平安時代の遺構が多数検出された。

新青森変電所建設関連の調査終了後、朝日山(2)・(3)遺跡では平成10年度から県道青森浪岡線道路

改良事業に伴う調査が当センターにより開始された。平成10年度は9月16日～10月31日(調査面積

1,500㎡)、平成11年度は8月3日～10月29日に調査され(調査面積2,700㎡)、平安時代の集落跡が確

認された(県教委2001)。この調査は平成12年度にも継続され、4月19日～10月31日に行われた調査

によって(対象面積13,000㎡)、平安時代の集落跡のほか中世の掘立柱建物跡、縄文時代晩期の土墳墓

群が確認され、平安時代の溝跡からは本県初の古代の銅鏡が出土した。また、4月24日～5月31日

には東北電力の送電鉄塔建設事業に伴って朝日山(2)・(3)遺跡も調査された(調査面積600㎡)。

また、朝日山(2)遺跡では平成12年度から、今回この報告書に掲載したように日本鉄道建設公団の

新幹線建設事業に伴う調査が当センターによって開始され、5月17日～10月31日に平安時代の集落

跡が調査された(調査面積4,800㎡)。

〈朝日山遺跡群関連の発掘調査報告書〉

青森県教育委員会　1984『朝日山遺跡発掘調査報告書』青森県埋蔵文化財調査報告書第87集

青森県教育委員会　1993『朝日山遺跡発掘調査報告書Ⅱ』青森県埋蔵文化財調査報告書第152集

青森県教育委員会　1994a『朝日山遺跡Ⅲ－第一分冊－朝日山(1)遺跡遺物編』青森県埋蔵文化財調査報告書第156集

　　　　　　　　　　　　　1994b『朝日山遺跡Ⅲ－第二分冊－朝日山(2)遺跡』青森県埋蔵文化財調査報告書第156集

青森県教育委員会　1995『朝日山(3)遺跡発掘調査報告書』青森県埋蔵文化財調査報告書第167集

青森県教育委員会　1997『朝日山(3)遺跡』青森県埋蔵文化財調査報告書第215集

青森県教育委員会　2001『朝日山(2)遺跡』青森県埋蔵文化財調査報告書第298集
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朝日山(2)遺跡と周辺の遺跡(平安～中世)
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第3章　検出遺構と出土遺物

第1節　竪穴住居跡

12年度に検出された竪穴住居跡は27軒である。住居跡は標高約34.5～40mの緩やかな東斜面に構

築されている。調査区西側では単独で立地するものが多いのに対し、東側では重複が著しい。また、

東側では削平により、床面が残存せず、掘り方で確認した住居跡が多く、出土遺物も少ない。住居跡

のほとんどは第Ⅶ・Ⅷ層で確認されているが、掘り込み面は第Ⅲ・Ⅳ層と考えられる。

なお、今年度検出の27軒のうち、第3・7・12・13号竪穴住居跡は平成12年度・13年度にわたっ

て調査したため、14年度に報告することとする。平成13年度調査のもののうち、12年度調査の住居

跡と重複する第101・102号竪穴住居跡は本報告書で報告する。

第1号竪穴住居跡(図5～10)

[位置・確認]AG・AH-37・38グリッドに位置し、標高は約37mである。南東隅は調査区外にの

びる。第Ⅶ層上面で黒褐色土の方形のプランとして確認された。

[重複]第6・10号溝跡と重複し、本住居跡が新しい。

[平面形・規模]西壁3.3m、北壁3.4mで、平面形はやや歪んだ方形を呈すると考えられる。検出面

からの壁高は東壁10～32cm、西壁24～42cm、南壁36cm、北壁9～33cmである。壁は緩やかに開き

ながら立ち上がる。検出された床面積は9.1㎡である。主軸方位はN-23°-Eである。

[堆積土]18層に分層され、黒褐色土を主体とする。堆積土下位は自然堆積の様相を呈するが、上層

の第2～4層は人為堆積と考えられる。第6・12層には白頭山火山灰がブロック状に混入する。

[床面]カマド周辺が周囲より5cm高いが、ほかはほぼ平坦である。ロームを混入した暗褐色土が貼

られている。掘り方底面はほぼ平坦である。床面はカマド周辺で3枚検出され、それぞれの床面の間

には灰層が介在し、カマドからかき出された灰と考えられる。灰像分析をおこなったところ、プラン

トオパールが検出され、焚き付け材に稲わらが用いられていたと推測される(第4章第5節参照)。

[カマド]北壁西側に位置する。煙道・両袖・火床面が残存していた。袖は芯材を用いず、粘土で構

築されている。左袖は長さ57cm、幅8～20cm、高さ15cm、右袖は長さ49cm、幅21～23cm、高さ15

cmである。両袖の間隔は41～57cmで、煙道に対してハの字につくられている。火床面は26×23cmの

不整楕円形を呈する。火床面奥には20×14cm、深さ15cmの不整楕円形のピットが検出された。煙道

は半地下式で、長さ69cm、幅33cmである。煙道底面はかなりの起伏をもちながら、先端にむかって

上昇する。堆積土は暗褐色土を主体とする。第1層は天井部の崩落粘土と考えられる。火床面南端か

ら煙道先端までは1.2mである。

[柱穴]ピットは2基検出されたが、柱穴とは考えられない。

[ピット]2基検出された。住居跡北東隅のものは112×86cm・深さ9cmの楕円形を呈する。

[出土遺物]遺物は住居跡ほぼ全面から出土している。堆積土からの出土数は多いが、床面から出土

したものは少なく、流れ込みか廃棄によるものと考えられる。図示したのは土師器坏9点・皿1点・

甕15点・壷1点・小型土器4点である。坏はすべてロクロ使用で、底面には糸切り痕がみられる。

図6-3の底部には箆記号の一部がみられる。内面は再調整なしのものとミガキ・黒色処理のものが
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図5　第1号竪穴住居跡(1)
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図6　第1号竪穴住居跡(2)
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図7　第1号竪穴住居跡(3)
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図10　第1号竪穴住居跡(6)
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図15　第8～10号竪穴住居跡(1)

－22－



図16　第8～10号竪穴住居跡(2)
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師器甕84点・坏3点、須恵器大甕2点・坏1点が出土した。排水溝・外周溝からは図示した以外に

遺物は出土していない。

[小結]重複関係や出土遺物から、本住居跡の時期は9世紀代～10世紀前半と考えられる。(新山)

第9号竪穴住居跡(図15・17)

[位置・確認]AJ・AK-29・30グリッドに位置し、標高約34mである。第Ⅶ層上面で確認された。

[重複]第8・10号竪穴住居跡と重複し、第8号竪穴住居跡より古く、第10号竪穴住居跡より新しい。

外周溝が第6・14号竪穴住居跡・第59号土坑と重複し、第6号竪穴住居跡より新しく、第59号土坑

よりも古い。第14号竪穴住居跡との新旧関係は不明である。

[平面形・規模]重複により東西壁の一部が残存するのみである。残存する壁から推定すると、約

2.7×3.0m程度の方形を呈すると考えられる。住居跡の軸方向はN-45°-Wである。

[堆積土]4層に分層された。ロームブロックや炭化物が混入する黒褐色土を主体とする。

[床面]削平により検出されなかった。掘り方底面は緩やかな起伏がみられる。

[カマド]検出されなかった。

[柱穴]ピット1・4は柱穴の可能性が考えられる。ほかに第8号竪穴住居跡のピット15・17・18、

第10号住居跡のピット4も本住居跡に伴う柱穴の可能性がある。

[ピット]5基検出された(ピット2・3・5～7)。規模は径24～35cmで、検出面からの深さは11

～30cmで比較的まとまっている。ピット5～7は第10号竪穴住居跡に伴う可能性も考えられる。

[外周溝]第21号溝跡が本住居跡の外周溝と考えられる。本来は第10号竪穴住居跡に伴っていたが、

住居建て替えの際に作り直されたと考えられる。第8号竪穴住居跡構築時にも作り直されたと推測さ

れ、本住居跡に伴う元の形は不明である。

[出土遺物]土師器甕3点、須恵器坏1点を図示した。このほかに破片で、床面から土師器甕3点・

坏1点、須恵器壷1点・坏1点、掘り方からは土師器甕28点、須恵器壷1点が出土している。

[小結]重複関係から本住居跡の時期は9世紀代から10世紀前半と考えられる。(新山)

第10号竪穴住居跡(図15・17)

[位置・確認]AJ・AK-30グリッドに位置し、標高は約34mである。第Ⅶ層上面で確認された。

[重複]第8・9号竪穴住居跡、第7号井戸跡と重複し、本住居跡は第8・9号竪穴住居跡より古く、

第7号井戸跡より新しい。外周溝が第6号竪穴住居跡・第59号土坑と重複し、第6号竪穴住居跡よ

り新しく、第59号土坑よりも古い。

[平面形・規模]重複により西壁と北壁の一部が残存しないが、東壁3.9m、南壁3.7mで、平面形は

方形を呈する。推定床面積は13.0㎡である。住居跡の軸方向はN-5°-Eである。

[堆積土]9層に分層された。ロームブロックや炭化物が混入する黒褐色土を主体とする。

[床面]削平により検出されなかった。掘り方底面には起伏がある。

[カマド]東壁南側に104×94cmの不整形に、南壁中央には115×87cmの不整形に厚さ3～4cmの焼

土が検出された。床面は残存しないが、削平時にカマドの焼土が撹乱された可能性がある。
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図18　第11号竪穴住居跡(1)
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図21　第11号竪穴住居跡(4)

[ピット]5基検出された(ピット30～34)。規模は径25～53cm、検出面からの深さは6～58cmであ

る。このうち、ピット34は第102号竪穴住居跡に伴う可能性がある。

[埋設土器]南壁から約20cm内側・ピット4の東隣で検出された。径32cm・深さ30cmの掘り方をも

つ。土器内堆積土は褐色土と暗褐色土の2層に分層されたが、炭化物や焼土などのローム以外の混入

物はみられなかった。検出面は掘り方底面より30cm上で、床面もこのレベルにあったものと推測さ

れる。

[その他の施設]住居跡南壁の1.2m内側の掘り方底面には、約10cmの段差が検出された。この段差は

幅2.36mで、南壁との間の部分だけ他とは異なり、ロームブロックが混入する暗褐色土が堆積してい

た。段差の両側にはピットが並び、出入り口施設などがあったのではないかと推測される。

[出土遺物]遺物は主に住居跡中央部から出土している。土師器坏4点・甕16点、須恵器坏2点・壷

1点を図示した。土師器坏には底部から口縁まで直線的に開く器形・口縁がやや内湾する器形・口径

に比べ底径が大きく、胴部下半にふくらみをもつ器形がみられるが、すべてロクロ使用である。内面

はロクロ調整のみのものとミガキ後黒色処理を施すものがある。図19-2の外面にはナデがみられ

る。図20-1は器形全体を復元できた唯一の甕である。口縁は短く外反し、口縁から胴部はあまり

ふくらみをもたず、胴部下半から底部にかけてすぼまる器形である。口縁にヨコナデ、外面にケズリ、
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内面にはナデが施される。底部には簾状圧痕がみられる。甕は口縁が短く、外反が弱いものが多い。

須恵器坏には胴部下半に箆記号がみられる。図21-3は「♯」で、分析の結果、五所川原窯群産と判

明した。図示した以外に破片で、掘り方から土師器甕286点・坏16点、須恵器大甕6点・壷14点・

坏3点、ピット堆積土から土師器甕1点が出土している。

[小結]本住居跡は主柱穴をもたず、壁際に柱穴が並ぶ構造である。時期は重複する第15号竪穴住居

跡の年代から白頭山火山灰降下以降、10世紀中葉以降と考えられる。(新山)

第14号竪穴住居跡(図22～28)

位置・確認AG～AJ-27～32グリッドに位置し、標高は約35mである。第Ⅶ層上面で、ローム

ブロックが混入する黒褐色土の一辺10m前後の方形のプランとして確認された。調査の結果、外周

溝を伴う住居跡の重複と判明し、周溝やピット・外周溝の位置関係・配置・重複などから、住居跡・

外周溝それぞれ2回ずつの建て替えがみとめられた。このほかにも建物跡とできなかった柱穴や周溝

状の溝などが検出されている。AI-31グリッドでは直線的にのびる段差とこれに続くと思われる直

角に曲がる溝跡が検出され、住居跡の可能性も考えられる。しかし、断片的で根拠に乏しいため、住

居跡としては取り扱わず、図22に図示するにとどめた。

新しい住居跡から第14Ⅰ号とし、住居跡と溝跡のセット関係、新旧関係をまとめると、以下になる。

〔14Ⅰ号住居跡+(排)18号溝跡〕←〈建て替え〉－〔14Ⅱ住居跡+(外)25号溝跡+(排)27号溝跡〕

←〈外周溝の拡張〉－〔14Ⅱ住居跡+(外)24号溝跡+(排)27号溝跡〕←〈住居・外周溝の縮小〉－

〔14Ⅲ号住居跡+(外)26号溝跡〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (排)は排水溝、(外)は外周溝

以下各住居跡ごとに記述する。本来ならば、第14Ⅰ号と第14Ⅱ・Ⅲ号は異なる住居跡なので新た

な住居番号をつけるべきだが、調査時のままとした。また、ピットは1軒の住居跡に確実に伴うもの

以外は、可能性のあるすべての住居跡にいれてある。

第14Ⅰ号竪穴住居跡(図23)

[重複]第8～10号竪穴住居跡外周溝(第21号溝跡)・第35号土坑・第4号井戸跡・第70号溝跡と

重複し、土坑・井戸跡より古く、住居跡外周溝・溝跡との新旧関係は不明である。

[平面形・規模]東壁と北壁の一部は削平及び重複により、残存しない。西壁6.0m、南壁6.1mで、平面

形は方形を呈すると考えられる。推定床面積は31.0㎡である。住居跡の軸方向はN-6°-Wである。

[堆積土]17層に分層された。ロームや炭化物が混入する黒褐色土を主体とする。

[床面]削平により検出されなかった。掘り方底面は起伏がみられる。

[カマド]検出されなかった。

[柱穴]主柱穴は検出されなかったが、壁際に柱穴が検出された。住居跡のコーナーに位置するのは

ピット12だけで、西壁に3基(ピット9～11)、南壁に3基(ピット13～15)検出されている。柱

穴間の距離は一定ではなく、狭いところでは50cm、広いところでは3.1mとかなりバラツキがある。

西壁の壁柱穴は周溝の外側に位置している。東壁にも柱穴と考えられるピットが並ぶが(ピット1～

8)、壁・周溝が検出されていないため、詳細は不明である。北壁に柱穴は検出されなかった。

[周溝]北壁から西壁・南壁の一部に幅18～90cm、深さ9～42cmの周溝が断続的に検出された。

[ピット]3基検出された(ピット16～18)。規模は径25～40cm、検出面からの深さは12～29cmである。
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図27　第14号竪穴住居跡(2)

－40－



図28　第14号竪穴住居跡(3)

甕であるが、口縁は「く」の字状に強く屈曲し、胴部はややふくらみをもつ器形と考えられる。ロクロ

不使用の甕も口縁が弱く外反し、胴部にふくらみをもたない器形と、口縁の屈曲が強く、胴部にふくら

みをもつ器形がある。図26-3は短頸広口壷である。口縁はロクロを使用しているが、胴部には輪積痕

が明瞭に残る。胴部上半にはナデが疎らに施され、下半にはケズリが施される。内面はナデ後、黒色

処理されている。須恵器は坏7点、壷7点、大甕4点を図示した。図27-14・16の底部には菊花文がみ

られる。分析をおこなったものはすべて五所川原窯群産であった。図示した以外に破片で、掘り方から

土師器甕524点・坏32点、須恵器大甕23点・壷23点・坏10点が出土している。砥石が4点出土して

いる。いずれも断面方形の成形された使用面をもつ。石質は1点を除いては流紋岩である。図28-

4は砥石にするために分割された礫とみられ、第1号竪穴住居跡出土の図9-3と接合した。器面に

は煤状炭化物などが付着する。石質は泥岩である。排水溝・外周溝からは遺物は出土していない。
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小結　いずれの住居跡も削平・重複により床面・カマドは検出されなかった。Ⅲ号からⅡ号に縮小の

際には、ふつうなら縮小した側の柱穴を内側に移動すると考えられるが、柱間距離が短くなりすぎる

ためか、縮小した反対側の柱穴を移動してバランスをとっている。4本の主柱穴のうちの2本をその

まま利用する以外にも、外周溝つくりかえの際には前段階のものに接続し、先端部をそのまま活用す

るなど、材料や労力の節約の工夫が感じられる。

第14Ⅱ・Ⅲ号竪穴住居跡は4本の主柱穴と周溝・壁際の柱穴を有する構造だが、第14Ⅰ号は主柱

穴をもたず、周溝と壁際の柱穴を有する構造で、Ⅱ号からⅠ号に建て替えられる際に、上屋構造や壁

材など構造上の変化があったと考えられる。

それぞれの住居跡の時期は、床面が残存せず、出土遺物も少ないことから特定は困難である。重複関

係からは10世紀代の可能性が考えられる。(新山)

第15号竪穴住居跡(図29～33)

[位置・確認]AH～AJ-34・35グリッドに位置し、標高は約36mである。第Ⅶ層上面で確認された。

重複していることと、南西から北東に向かって傾斜していることから住居跡の北～東側にかけては残

されていない。

[重複]第11・101Ⅰ・101Ⅱ・102号竪穴住居跡、第11号溝跡と重複している。これらの遺構の変

遷は、第102号竪穴住居跡→第101Ⅱ号竪穴住居跡→第101Ⅰ号竪穴住居跡→第15Ⅲ号竪穴住居跡→

第15Ⅱ号竪穴住居跡→第15Ⅰ号竪穴住居跡→第11号竪穴住居跡→第11号溝跡の順に辿ることができ

る(図29参照)。このうち、第102号→第101Ⅱ号→第101Ⅰ号、第15Ⅲ号→第15Ⅱ号→第15Ⅰ号は、

それぞれ軸方向が一致していることから、拡張されながら連続的に営まれたと考えられる。以下に、

各住居跡について詳細を述べる。

第15Ⅰ号竪穴住居跡(図30・31)

[平面形・規模]竪穴住居跡の東側に掘立柱建物跡が付随する構造である。竪穴住居跡は西壁8.15m、

南壁7.95m、残存する東壁0.8m、北壁0.75mで平面形は東西壁が若干長い方形を呈すると考えられ

る。壁高は東壁0～12cm、西壁3～28cm、南壁7～25cm、北壁17cmでやや開きながら立ち上がる。

検出された床面の面積は9.9㎡、各壁の規模から推定される床面積は約54㎡である。

[堆積土]11層に分層された。ロームブロック・炭化物・焼土を多く含む暗褐色土とにぶい黄褐色土

によって構成されている。人為堆積の様相を呈する。第11層は床構築土で、火山灰を微量混入して

いる。この火山灰は分析の結果、白頭山火山灰であることが判明している(第4章第2節)。

[床面]重複と削平により、南西側のみ検出された。床面は概ね平坦で、西側から東側に向けて約10

cmほど傾斜している。第15Ⅱ号竪穴住居跡の床面が本住居跡の床面より6cmほど低いため、重複部

分のみ褐色土が貼られ、拡張した部分は第Ⅶ層を直接床面としている。

[カマド]検出されなかった。

[柱穴]柱穴と考えられるピットは16基である。このうち、ピット1～4が主柱穴と考えられる。ピ

ット1は53×33cm、ピット2は42×31cm、ピット3は41×32cm、ピット4は49×38cmの隅丸長方

形を呈し、ピット1・3・4の長軸は住居跡の長軸に平行である。また、ピット1には42×13cmの

隅丸長方形の柱痕が見られた。ピット1の南西側から検出されたピット17は、ピット1の支柱穴と
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思われる。ピット5～7はピット1～4よりやや規模が小さく、ピット5・6はピット1～2間をほ

ぼ3等分、ピット7はピット2～3をほぼ2等分する位置にある。ピット8～10は住居跡の隅から

検出された。このうちピット8・9は周溝上に位置する。ピット11～15は住居跡の壁際に検出され

た。ピット13～15は南壁を4等分する位置にある。壁から外側にはみ出して作られているため、平

面形は半円形を呈する。確認面からの深さは16～23cmとあまり深くなく、ピット底面は床面より約

6cm低いものの、周溝底面よりは10cm程度高い。このうち、ピット13のみ深く掘り直されており、

ピット底面は周溝底面よりも低い。ピット15の堆積土は3層に分層され、ローム主体土による人為

堆積の様相を呈する。ピット11・12は削平された東壁際に相当する位置にあるため、ピット13～15

と同様の柱穴であったと思われる。

[周溝]南壁・西壁と東壁の一部に幅12～43cm、深さ3～16cmの周溝が検出された。東壁・北壁は

削平のため詳細は不明である。そのほか、東西壁のほぼ中央に長さ3.25m、幅12～26cm、深さ4～

20cmの溝を検出した。間仕切りのための溝の可能性もある。

[ピット]1基検出された。ピット16は住居跡南西隅にあり、63×48cm、深さ13cmの不整楕円形を

呈する。本住居跡機能中に埋め戻されたと考えられ、床面上が堅くしまっていた。

[掘立柱建物跡]第1号掘立柱建物跡として調査をおこなったものであるが、本住居跡の主柱穴を結

ぶライン上に位置していることから、本住居跡に付随する建物跡と考えられる。第11～13号土坑と

重複するが、新旧関係は不明である。ピット18～25の8基のピットによる2間×2間の建物と、3

基のピットを共有してピット23～28の6基のピットによる1間×2間の建物が考えられるが、両者

の新旧関係は捉えることができなかった。

[出土遺物]本住居跡から出土した遺物は、床面及び焼土上面から土師器甕片4点、須恵器壷片2点、

堆積土より土師器甕片59点、坏片13点、須恵器大甕片3点、壷片・坏片各1点、敲石2点である。

土師器は接合しない小片がほとんどで、多くは住居跡廃棄の際の埋め戻し土に混入したものと考えら

れる。土師器の坏は外面がロクロ使用、底面は回転糸切り後ケズリ調整を施す内面黒色処理の坏が出

土しており、黒色処理はわずかに口縁部外面にも及んでいる。底部内面は中央から口縁に向かって放

射状、口縁部内面は横位に丁寧なミガキが施されている。土師器の甕は口縁部片と底部片が出土した

のみである。底部は砂底とケズリのものがみられ、底部断面はレンズ状を呈する。図31-7の底面

中央には煤状炭化物が付着し、胴部は強いケズリで面取りされている。5は小甕で、胎土は甕と同様、

砂粒を多く混入するものの、外面は丁寧なミガキが施されている。ミガキは底部中央にもみられ、食

膳具としての使用が想定される。8は須恵器の長頸壷で、床面上に残されていたものである。内面に

赤色付着物が見られる。何らかの顔料と推測され、割れた底部片を再利用したものと思われる。

10・11は床面から出土した。側縁部に敲きがみられるが、一時的な使用によるものと考えられる。

[小結]重複関係から、本住居跡が廃棄されたのは10世紀後葉以降と考えられる。本住居跡は第15Ⅱ

号竪穴住居跡を拡張したものであるが、前段階と比べて上屋構造・掘立柱建物跡の付設などの点で大

きな変化が認められる。

－44－



図30　第15Ⅰ号竪穴住居跡(1)
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図31　第15Ⅰ号竪穴住居跡(2)
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側に段差が見られる。ピット13は5cm程度の窪みで、炭化物と焼土が堆積している。このほか、ピ

ット14～23が検出された。ピット15～23は、本住居跡と第15Ⅲ号竪穴住居跡とのどちらに伴うかは

不明である。

[出土遺物]床面上・ピット・掘り方などから土師器・須恵器の細片と礫が出土した。図33-1は土

師器の小甕で、底面は砂底で被熱痕がみられる。2は口縁が長めで緩く外反する器形の甕の口縁部片

である。胴部のケズリ調整後に口唇部を残して丁寧なヨコナデが施されているため、口唇部の外反が

浮き立っている。5は楕円形の自然礫の平坦面に軽い擦り痕が観察される。

[小結]重複関係から、本住居跡の年代は10世紀中葉と考えられる。

第15Ⅲ号竪穴住居跡(図32)

[確認]第15Ⅱ号竪穴住居跡の床構築土を除去したところ、本住居跡の周溝を部分的に検出した。

[重複]第11・15Ⅰ・15Ⅱ・101Ⅰ・101Ⅱ・102号竪穴住居跡、第11号溝跡と重複しており、第

101Ⅰ・101Ⅱ・102号竪穴住居跡より新しく、第11・15Ⅰ・15Ⅱ号竪穴住居跡、第11号溝跡より

 も古い。

[平面形・規模]確認できた壁長は東壁1.45m、西壁3.25m、南壁2.5m、壁高は南壁0～2cm、西壁

0～4cmである。東西の周溝の位置から、東西の規模は約4mと推定される。周溝上のピット24と

26が東西壁のほぼ中心にあるとすると、平面形は方形を呈すると考えられる。住居跡の軸方向は

N-94°-Eである。

[堆積土]本住居跡は第15Ⅱ号竪穴住居跡と床面レベルが同じであるため、本住居跡の堆積土とする

ことができるのは2層のみである。A-B・C-Dセクションの第4・5層が本住居跡の堆積土にあ

たる。両者とも周溝の堆積土で、黄褐色土を主体とし、焼土等が混入する。第15Ⅱ号竪穴住居跡構

築時に埋め戻されたものと考えられる。M-Nセクションの第4層も本住居跡の周溝堆積土であり、

同様の特徴がみられる。

[床面]重複により検出されなかったが、第15Ⅱ号竪穴住居跡の床面と同じレベルであったと考えら

れる。

[カマド]検出されなかった。

[柱穴]ピット24～26が柱穴と考えられる。3基とも周溝上にあり、それぞれの壁をほぼ二分する位

置にある。ピット21は42×36cmの楕円形を呈する。ピット22・23は径20～26cmで深さはいずれも

30cm未満である。

[周溝]東壁、西壁、南壁の一部に幅13～28cm、深さ2～10cmの周溝が検出された。

[ピット]本住居跡に伴うと考えられるピットは少なく、ピット15～23までは第15Ⅱ号住居跡に伴

うものと区別できない。

[出土遺物]遺物は出土しなかった。

[小結]第101Ⅰ号竪穴住居跡との重複関係から、本住居跡は10世紀前葉以降に構築されたと考えら

れる。(水谷)
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図33　第15Ⅱ号竪穴住居跡
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第16号竪穴住居跡(図34)

[位置・確認]U-16グリッドに位置し、標高は約37.5mである。第Ⅴ～Ⅶ層上面で確認された。

[重複]第31号溝跡と重複し、本住居跡が古い。

[平面形・規模]南東壁3.3m、南西壁3.4m、北西壁3.5mで、平面形は方形である。壁高は南東壁10

～25cm、南西壁27cm、北西壁6～10cm、北東壁0～2cmで、やや開きながら立ち上がる。床面積は

10.0㎡、主軸方向はS-128°-Eである。

[堆積土]7層に分層された。削平のため北東側の堆積土が残されていないが、第1層は粘土を主体

とする人為堆積の様相を呈し、第2層にはわずかに白頭山火山灰が混入する。第3層以下は柱穴及び

周溝の堆積土である。

[床面]削平のため南西側半分のみ検出した。全体的に堅くしまっている。床面のレベルは西側隅が

最も高く、北東側に向かって10cm程度の緩やかな傾斜が見られる。

[カマド]南東壁の南寄りに位置する。ちょうど第31号溝跡と重複する位置にあり、煙道部が壊され

ている。左袖は長さ51cm・幅18cm・高さ10cm、右袖は長さ44cm・幅16cm・高さ9cmで、両袖の間隔

は40cmである。袖は3層構造とみられる。内側は黄褐色粘土で被熱して明赤褐色を呈し、外側はに

ぶい黄褐色粘土でつくられており、間につなぎとして灰黄褐色土を挟在する。火床面は26×21cmの

ほぼ円形を呈し、床面より10cm程度低くなっている。煙道部は断面の観察から、半地下式構造を持

つものと考えられる。また、カマド左脇には55×20cmの不整楕円形を呈する粘土範囲がみられる。

[柱穴]8基検出した。すべて周溝上に位置する。このうちピット1～4は規模が大きく、ピット1

は35×32cmの不整形、ピット2は一辺22cmの方形、ピット3は30×24cmの不整方形、ピット4は

32×26cmの方形を呈し、それぞれの床面からの深さは40cm以上である。

[周溝]幅12～25cm、深さ2～20cmの周溝が壁直下を巡る。北東壁と南西壁で一部途切れている。

[出土遺物]出土遺物は床面及び掘り方の埋土から土師器甕片11点、堆積土中から須恵器大甕片1点、

ピット1の堆積土中から直方体の自然礫1点、床面から砥石1点が出土したのみである。図34-4

の石質は流紋岩で、礫の扁平な面をそのまま使用面としたものである。使用面上は非常になめらかで、

折損面の角付近も使われている。

[小結]本住居跡の年代は不明であるが、堆積土中に白頭山火山灰が含まれることから、10世紀前葉

までに廃棄されていた可能性がある。(水谷)

第17号竪穴住居跡(図35・36)

[位置・確認]Q・R-14・15グリッドに位置し、標高は約38mである。第Ⅴ～Ⅶ層上面で確認した。

住居跡の斜面上方に外周溝が付随する構造である。

[重複]外周溝が第33号溝跡と重複し、本住居跡に伴う外周溝が古い。

[平面形・規模]壁長は東壁4.8m、西壁4.7m、南壁4.4m、北壁4.1m、壁高は東壁1～6cm、西壁

22～34cm、南壁18～27cm、北壁0～19cmでほぼ垂直に立ち上がる。平面形は東西壁が若干長い長方

形を呈する。床面積は16.5㎡、周溝の途切れ等から推定される主軸方向はN-105°-Eである。

[堆積土]14層に分層された。黒褐色土を主体とする。周溝や床面上に残る堆積土中からは火山灰粒

が検出されている。
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図35　第17号竪穴住居跡(1)
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外周溝は幅30～60cm・深さ18～45cmで断面形がU字状の溝と・東側の末端に溝よりも深く掘りこ
まれた土坑が結びついた形状である。溝中と土坑の東端には浅いピット状の窪みが見られる(ピット

17～21)。溝はカーブした所で幅広になり、段差も見られることから掘り直されている可能性があり、

火山灰の堆積状況から、北側の浅い部分が古段階の可能性がある。

末端の土坑は長軸2.92m、短軸1.28mの長楕円形を呈する。底面は溝底面よりも深く掘り込まれて

おり、確認面からの深さは約60cm、溝底面からの深さは22cmである。断面形は底面から約1/2の高さ

までは箱状を呈し、屈曲して皿状に開いて立ち上がっている。

堆積土は4層に分層される。黒褐色土を主体とする自然堆積で、上層には白頭山火山灰がレンズ状

に堆積する。土坑部分とピットの堆積土は、17層に分層される。黒褐色土を主体とし、中層にはロ

ームブロックと白頭山火山灰ブロックが多く混入する。

[出土遺物]住居跡内からは、床面より土師器甕片3点、堆積土中から土師器甕片1点、台石1点が

出土した。外周溝からは、底面から土師器甕片3点、坏片3点、須恵器壷片3点、火山灰層(第2層)

下より土師器甕片2点、自然礫、鉄滓が出土した。これらのうち3点を図示した。図36-1は住居

跡堆積土中より出土した台石で、石材は安山岩である。ほぼ全面が被熱しており、中央に均質な敲き

がみられる。2と3は外周溝の堆積土内から出土したもので、2は磨滅が激しく、3の内面にはわず

かに煤状炭化物が付着している。

[小結]住居跡堆積土及び外周溝堆積土に白頭山火山灰が堆積していたことから、本住居跡が廃棄さ

れたのは10世紀前葉と考えられる。(水谷)

第18号竪穴住居跡(図37)

[位置・確認]AG・AH-28・29グリッドに位置し、標高は約35mである。第14号竪穴住居跡精査

中に、第Ⅴ層上面で粘土・焼土、その下から周溝を確認した。また、第61号溝跡も本住居跡の周溝

の一部であることがわかった。

[重複]第14Ⅱ号竪穴住居跡の外周溝(第24・25号溝跡)、第2号掘立柱建物跡と重複する。第14Ⅱ

号竪穴住居跡外周溝精査中には本住居跡を確認できなかったことから、第14Ⅱ号竪穴住居跡より本

住居跡が古いと考えられる。また、第2号掘立柱建物跡の柱穴に柱痕が残ることから、本住居跡が古

いと考えられる。

[平面形・規模]斜面に位置するため、北西・北東隅は削平されている。長さが分かるのは南壁のみ

で、5.35m、東壁は約5.0mと推定され、平面形は方形を呈すると考えられる。推定床面積は22.5㎡

である。住居跡の軸方向はN-15°-Eである。

[堆積土]周溝堆積土は3層に分層された。確認面には粘土が堆積している。

[床面]周溝内では、床面は検出されず、削平されたと考えられる。住居跡南西隅の2.3×1.2mの範

囲に、粘土が溝状に、焼土が不整楕円形状に検出された。このレベルに床面があったと推定される。

粘土は周溝上にもみられるが、住居廃棄後の撹乱によるものと考えられる。掘り方底面は平坦である。

[カマド]検出されなかった。主柱穴のピット1・4が東壁に接することから、東壁に構築されてい

たと考えられる。
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図37　第18号竪穴住居跡

[柱穴]ピット1～4が主柱穴と考えられる。ピット1と4は東壁の周溝に接する。規模はピット1

が46×45cm、ピット2が38×37cm、ピット3が66×46cm、ピット4が33×30cmである。検出面か

らの深さは24～39cm、推定される床面からの深さは約50～60cmである。ピット1の断面は斜面上方

に傾いている。柱間距離はピット1・2間が3.9m、2・3間が2.75m、3・4間が3.8m、4・1間

が2.5mである。

[周溝]幅18～30cm、深さ1～30cmの周溝が断片的に検出された。住居跡を一巡すると考えられる。

[ピット]7基検出された(ピット5～11)。規模は径20～40cm、検出面からの深さは14～40cmであ

 る。

[出土遺物]堆積土から土師器甕片7点・坏片1点が出土しているが、小片のため図示できなかった。

[小結]出土遺物が少なく、遺物からの時期決定は困難だが、重複する第14号竪穴住居跡の年代から

9世紀代と推定される。(新山)
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第19号竪穴住居跡(図38・39・44)

[位置・確認]W-17・18グリッドに位置し、標高は約37.5mである。第Ⅶ層上面で重複のある住居

跡として確認した。土層確認用のベルトを残して4軒同時に掘り下げたため、所属が明らかでないピ

ットについては、すべての住居跡の平面図に図示してある。

[重複]第20・21・27号竪穴住居跡と重複し、本住居跡が最も新しい。

[平面形・規模]南東壁5.3m、北西壁5.1m、南西壁5.1m、北東壁5.35mでほぼ垂直に立ち上がる。

壁高は南東壁3～35cm、南西壁32～60cm、北西壁9～60cm、北東壁1～5cmである。平面形は方形を

呈する。一部調査できなかった部分を推定すると床面積は23.3㎡、主軸方向はN-118°-Eである。

[堆積土]23層に分層された。ローム粒・炭化物粒を多く混入する暗褐色土を主体とし、壁際の第

9・20層にはロームを多く混入する。人為堆積と考えられる。

[床面]ほぼ平坦である。第Ⅶ層を直接床面としているが、北西壁付近などでロームブロックや炭化

物が混入する明黄褐色土を貼っている。

[カマド]南東壁の南西寄りに半地下式のカマドを検出した。天井部は残されていないが、残存状態

は比較的良好である。左袖は長さ38cm、幅16cm、高さ15cm、右袖は長さ49cm、幅12cm、高さ8cmで

両袖間の幅は45cmである。両袖間には45×36cmの火床面がみられる。焚口は床面より約3cm低くな

っており、火床面にかけてゆるやかに上昇する。煙道部は周溝を埋めて作られており、長さ64cm、

幅45cmで火床面よりわずかに上昇し、煙出し直下でピット状に窪み、急斜度で立ち上がる。

[柱穴]ピット1～3が主柱穴と考えられる。これらのピットは約40cmの隅丸方形気味のプランを持

ち、深さは34～39cmである。ピット1には一辺約20cmの隅丸方形の柱痕が見られる。ピット9も主

柱穴の1本となる可能性があるが、深さはピット1～3とほぼ同じであるものの他の主柱穴より掘り

方が大きいこと、ピット9を入れて4本の主柱穴とした場合台形となってしまうことから、ここでは

不明としておく。このほか、住居跡コーナーより径約40cm、深さ13～24cmのピット4～6、カマド

のある南東壁の周溝中より、径約20cm、深さ20～27cmのピット7・8が検出された。ピット7・8

は南東壁を3等分する位置にある。

[周溝]幅14～24cm、深さ13～22cmの周溝が一巡する。

[ピット]4基検出された。ピット10は70×64cmの不整円形を呈する土坑で、長さ16cm、幅12cm、

深さ7cmの短い溝で周溝と結ばれている。また、ピット12は80×76cm、深さ27cmの不整円形を呈する。

[出土遺物]本住居跡の出土遺物は主に堆積土中からの出土で、北側が削平を受けているため平面的

には南側に偏っており、特にカマド右脇付近に集中している。垂直分布では各層に土器片が混入する

が、第7層以下にやや偏っている。また、第6層以上と第7層以下の土器片が接合する例はほとんど

なく、両者の堆積には時期差がある可能性がある(図44)。図39-5はカマドの火床面上とカマド右

脇付近の堆積土から出土した土器が接合した。出土遺物はすべて破片数で土師器甕85点、皿3点、

須恵器大甕4点、壷3点、掘り方から須恵器壷1点が出土した。そのうち図示したのは土師器皿1点、

坏2点、甕9点、須恵器壷2点、大甕2点である。1は直線的に大きく開き、口縁部が先細りする皿

と思われ、磨耗が激しいがロクロ調整とみられる。3は床面から出土した内面黒色処理の坏で、ミガ

キを底部内面中心から口縁部に向かって放射状に、口縁部内面は横方向に施している。外面はロクロ

調整後に口縁部付近を中心に横方向のミガキが施され、内面の黒色処理が口縁部外面の一部にまで及
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図39　第19号竪穴住居跡
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んでいる。底面は回転糸切り後、軽くケズリが施されており、磨耗が激しく判然としないが、外面の

底部辺にもケズリが観察される。このほか、細片のため図示できなかったが、静止糸切りで切り離さ

れた坏の底部片が堆積土中より出土している。甕は大小のサイズが出土し、5や12は胴部最大径が

比較的大きく張る器形と思われる。11以外の口縁部は、短く軽く外反する。口縁部はヨコナデ、胴

部は土師器を伏せた状態で縦方向のケズリを施し、頸部にかき寄せられた粘土がたまっているのが観

察される。12では底辺部に幅広で短いケズリ調整が縦方向に施されている。12の底面は簾状圧痕、

4の底面はケズリ調整が施され、安定しない。15は須恵器壷の胴部片で、肩部が強く張る器形であ

る。胴部最大径より上はロクロ調整、最大径より下は横方向のケズリ調整が施されている。16は須

恵器の大甕胴部片で、内面には鳥足状の当て具痕が観察される。

[小結]出土遺物、重複関係のほか、第22～24号竪穴住居跡と軸方向が近似していることから、本住

居跡の年代は10世紀前半とみられる。(水谷)

第20号竪穴住居跡(図40)

[重複]第19・21・27号竪穴住居跡と重複し、第19・27号竪穴住居跡より古く、第21号竪穴住居跡

より新しい。

[平面形・規模]残存する壁長は、南東壁1.1m、南西壁2.85mで、南西壁はほぼ垂直に立ち上がる。

壁高は、重複を同時に掘り下げたため南東壁・南西壁の現存値は1～3cmであるが、土層観察用のベ

ルトからは南西壁の壁高は44cmである。残存する壁及び周溝から、本住居跡の規模は一辺約4m、

平面形は方形と推測される。残存する床面積は0.98㎡である。

[堆積土]2層に分層された。暗褐色土を主体とし、第1層にはロームブロックを多く含む。人為堆

積と考えられる。第2層は床構築土と考えられる。

[床面]南西側隅のみ残存する。第21号竪穴住居跡の床面上に厚さ2～4cmの粘土を貼っている。

[カマド]検出されなかった。

[柱穴]ピット1～7が柱穴と考えられる。重複のためか確認されない部分もあるが、ピット1～6

から、住居跡コーナーと各壁を2分する位置の周溝上に柱穴を持つ建物とみられる。ピットの平面形

は隅丸方形を呈し、規模はピット1が33×27cm、ピット2が24×17cm、ピット3が28×14cm、ピ

ット4が18×18cm、ピット5が27×24cm、ピット6が33×31cmである。深さは10～33cmとバラツ

キがある。ピット7～9は径14cm程度の円形もしくは隅丸方形で深さは7～11cmである。規模が一

定していることと周溝上に位置していることから、壁際の小柱穴であった可能性がある。

[周溝]南東壁・南西壁・北西壁の一部から幅12～24cm、深さ3～12cmの周溝が検出された。

[ピット]3基検出された(ピット9～11)。ピット11は径74×70cm、深さ10cmの隅丸方形気味の不

整円形の土坑で、底面に30×18cm、深さ10cmの楕円形のピットがみられる。

[出土遺物]土師器甕片が堆積土中より9点、床構築土中より2点出土したが図示できるものはなか

った。なお、図40-1～4は第19～21号竪穴住居跡の出土遺物である。1は体部下半に膨らみを持

つ土師器坏で、内面から外面の上半まで黒色処理が施されている。また、内面の一部と外面の口縁部

付近にはタール状の黒色付着物がみられる。2～4は須恵器の大甕片である。
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図40　第19～21号竪穴住居跡

[小結]時期を判断できる遺物を欠き、詳細は不明であるが、重複関係から、本住居跡の年代は10世

紀前葉とみられる。(水谷)

第21号竪穴住居跡(図41～44)

[重複]第19・20・27号竪穴住居跡と重複し、本住居跡が最も古い。

[平面形・規模]壁長は南壁3.95m、西壁4.3m、残存する北壁1.75m、東壁2.5m、壁高は東壁25～

27cm、西壁68～72cm、南壁20～59cm、北壁0cmでほぼ垂直に立ち上がる。平面形はカマドのある東

西壁が長い長方形を呈し、主軸方向はN-94°-Eである。残存する床面積は8.6㎡で、柱穴の位置か

ら推定される全体の床面積は約13.5㎡である。

[堆積土]26層に分層された。暗褐色土を主体とし、第14層まではロームを多く含む褐色土と互層に

なっており、住居跡廃棄後の人為堆積の様相を呈する。第15・17・18層は炭化物を多量に混入し、

第15層以下は住居跡廃棄時の堆積と考えられる。第20層は床面上に貼り付けられるようにして検出
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された粘土の層である。

[床面]重複による削平で北側半分は検出されなかった。第Ⅷ層を直接床面としているが、南東隅に

掘り方がみられ、その部分が6cmほど低くなっているものの、床面は概ね平坦である。

[カマド]東壁の南寄りから検出された。残存状態は比較的良好である。両袖は褐色の粘土で構築さ

れ、左袖内部には芯材として土器片が使用されている。左袖は長さ84cm、幅8～18cm、高さ14～26

cm、右袖は長さ20cm、幅12cm、高さ10cmで、左袖の内側は被熱して暗赤褐色化している。両袖の間

隔は37cmで、中央に39×30cmの楕円形の火床面が見られる。火床面に接してピット9・10がみられ、

位置から支脚の抜き取り痕の可能性もある。ピット9は21×15cm、深さ5cmの不整楕円形、ピット

10は15×8cm、深さ7cmの不整楕円形を呈する。焚口は周囲の床面より3～5cm低くなっており、

火床面から煙道部に向かって緩やかに上昇する。煙道部は半地下式構造で、底面は住居跡壁付近で5

cm程度の段を有し、緩やかに上昇して煙出し付近で急斜度で立ち上がる。堆積土は13層に分層され

る。第3～5・7・8層は崩落したカマド天井部の堆積層である。また、芯材とみられる土師器片

(図42-15)が袖粘土中、燃焼部付近から出土した。図43-2は砂底の土師器甕底部で、断面が磨

耗し、底面中央部が被熱しており、支脚として使用されていた可能性もある。

[柱穴]ピット1～7が柱穴と考えられる。ピット1は24×14cm、ピット2は22×21cm、ピット3

は16×13cm、ピット4は49×16cm、ピット5は26×19cm、ピット6は34×15cm、ピット7は30×

13cmである。このうちピット1・4・6・7の平面形は長楕円形、ピット2・3・5は円形を呈す

る。深さは12～28cmである。

[周溝]南壁・西壁と北壁・東壁の一部に幅12～25cm、深さ7～14cmの周溝が検出された。カマド

とカマドの左脇で途切れるほかは全周していたものと思われる。

[ピット]8基検出された(ピット8～15)。ピット8は床下から検出された土坑である。103×73

cm、深さ25cmの楕円形を呈する。本住居跡の機能中に上面に灰白色粘土を主体とする床を貼って埋

め戻されたと考えられる。

[その他の施設]西壁の南寄りから、幅106cm、奥行き26cmの張り出しを検出した。張り出しは周溝

の外側に作られており、床面より約10cmほど低い。張り出し部分の床面上からは、50×46cmで最も

厚い部分の厚さ36cmの褐色粘土が検出された。

[出土遺物]本住居跡の遺物は、平面的にはカマド周辺、垂直分布では第10層以下から多く出土した

(図44)。カマド周辺では上下層に偏りが見られず、カマド袖の芯材として使用されていた土器片が

出土した様相を呈する。堆積土からは土師器甕片85点、坏片16点、須恵器大甕片9点、坏片1点、

床面からは土師器甕片28点、カマドからは土師器甕片60点が出土した。図42-1は大ぶりの土師器

坏で、床面近くから出土したものが接合した。ロクロ調整で回転糸切りによって底部を切り離した後、

底面に箆記号が施される。外面には煤状炭化物が付着している。図42-2・3はロクロ使用・内面

黒色処理の坏で、内面の黒色処理が口縁部外面に及んでいる。どちらも磨滅が激しく判然としない。

2の底面は回転糸切り後、ケズリによる再調整が施されているようである。底辺部にもケズリ調整が

施されている可能性がある。図42-4は輪積痕の残る坏片で、体部には縦方向にケズリが施される。

口縁には指頭圧痕による歪みがみられる。土師器の甕は粗雑なつくりのものが目立つ。胴があまり張

らず、口縁部は短く軽く外反するものが多い。胴部は縦方向のケズリ調整で、図42-15・図43-1

－63－



図41　第21号竪穴住居跡(1)
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図42　第21号竪穴住居跡(2)
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図43　第21号竪穴住居跡(3)
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図44　第19～21号竪穴住居跡遺物出土状況
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図46　第22号竪穴住居跡(2)
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図47　第23号竪穴住居跡(1)
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壁はやや開きながら立ち上がる。床面積は11.8㎡である。住居跡の主軸方位はN-146°-Eである。

[堆積土]6層に分層された。ロームやロームブロック・炭化物が混入する暗褐色土を主体とする。

自然堆積と考えられる。

[床面]ほぼ平坦だが、中央部が周りにくらべ、5～10cm高い。ロームやロームブロックが混入した

黒褐色土を床面とし、全体的に堅く締まっている。掘り方底面には起伏がみられる。カマド周辺の床

面には炭化物が120×64cmの不整形範囲で検出され、住居跡ほぼ中央には長さ90cm・幅6～20cmの

溝状に被熱痕が検出された。

[カマド]南壁ほぼ中央に位置する。両袖と煙道・火床面が残存するが、残存状態はよくない。両袖

は粘土で構築されているが、周辺には被熱した礫が散乱しており、芯材に礫を用いていた可能性も考

えられる。左袖は長さ80cm・幅4～22cm・高さ7cm、右袖は長さ88cm・幅6～17cm・高さ11cmであ

る。両袖の間隔は45～53cmで、両袖は煙道に対してほぼ平行である。火床面は約45×40cmの不整形

を呈すると考えられる。火床面手前からは焼土ブロックが出土している。天井部などのカマドの構築

材の一部と考えられる。煙道は半地下式で、底面は緩やかな起伏をもちながら上昇する。煙道底面及

び火床面は床面より高い位置で検出され、黒褐色土を埋め戻してカマドを構築したと考えられる。

[柱穴]ピット1～5は壁際に位置し、柱穴と考えられる。斜面上方にのみ柱穴を配する構造である。

ピット1はカマド脇に位置し、37×33cm・深さ30cm、ピット2は住居跡西隅に位置し、36×24cm・

深さ26cm、ピット3は北西壁ほぼ中央に位置し、30×22cm・深さ39cm、ピット4は北西壁北側に位

置し、ピット5は北隅に位置し、26×17cm・深さ9cmである。

[周溝]幅12～30cm、深さ21～31cmの周溝が壁直下を断片的に巡る。また、住居跡東隅から中央部

にむかって幅4～20cm・深さ1～7cmの直線状の溝が検出された。

[ピット]1基検出された(ピット6)。

[外周溝]第54号溝跡が外周溝と考えられる。住居跡の西側から北側にかけて構築されている。住居

跡から1.3～1.5m離れている。幅45～120cm・深さ2～39cmで、断面は箱形である。褐色土が堆積す

るが、住居跡部分の第1層と同一層で、斜面上方からの流れ込みと考えられる。

[出土遺物]土師器坏4点・甕4点を図示した。これ以外に破片で、住居跡カマドから土師器甕7

点・坏1点、須恵器壷1点、堆積土から土師器甕43点・坏9点、須恵器大甕6点が出土している。

図47-10は表面と側面に擦痕をもつ台石で、石質は安山岩である。外周溝出土遺物は土師器坏1点、

須恵器坏1点を図示した。これ以外に破片で、土師器甕52点・坏3点、須恵器大甕2点・壷3点が

出土している。羽口片が堆積土から2点出土している。

[小結]重複する第56号土坑に白頭山火山灰が混入することから、本住居跡の時期は10世紀前半と考

えられる。(新山)

第24号竪穴住居跡(図49～54)

[位置・確認]U-23・24グリッドに位置し、標高は約37.5mである。第46・53号溝跡精査中に第

Ⅴ層上面で本住居跡の壁の立ち上がりを確認した。

[重複]第46・53号溝跡と重複し、本住居跡が古い。外周溝(第47号溝跡)が第48・52号溝跡と重

複し、外周溝が古い。

－73－



図48　第23号竪穴住居跡(2)
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[平面形・規模]西壁と南壁の一部が検出された。検出された長さは西壁5.2m、南壁1.75mで、平面

形は方形を呈すると考えられる。壁高は西壁23cm、南壁0～8cmで、壁は開きながら立ち上がる。

住居跡の軸方向はN-25°-Eである。

[堆積土]5層に分層され、黒褐色土を主体とする。第2層の明褐色ローム層は斜面上方からの流れ

込みと考えられ、自然堆積と考えられる。

[床面]斜面の上方に一部硬化面が検出された。第Ⅴ層を床面としている。床面には緩やかな起伏が

みられ、斜面の傾斜同様、東側が低くなっている。

[カマド]検出されなかった。硬化面上で14×8cmの焼土範囲が検出されたが、これがカマドの痕跡

かどうかは不明である。

[柱穴]ピット1～3が主柱穴と考えられる。ピット1は45×42cm・深さ41cm、ピット2は径64

cm・深さ50cm、ピット3は55×42cm・深さ36cmである。柱間距離はピット1・2間が2.75m、ピッ

ト2・3間が2.3mである。

[周溝]幅18～28cm、深さ12～32cmの周溝が検出された。底面には深さ2～8cmの小ピットが検出

された。

[ピット]18基検出された(ピット4～21)。このうち、14基は周溝底面で検出された小ピットである。

[外周溝]第47号溝跡が外周溝と考えられる。住居跡の西側から北側にかけて、住居跡を囲むように

構築され、調査区外にのびる。住居跡から1.3～1.5m離れている。幅60～104cm・深さ22～68cmで

ある。堆積土は炭化物や焼土が混入する黒褐色土を主体とする。流れ込みによって埋没したと考えら

れる。溝跡の先端には408×230cm・深さ74cmの楕円形の土坑が伴う。土坑東壁は階段状になってい

る。先端部の堆積土は18層に分層され、炭化物・焼土・ロームブロックが混入する黒褐色土を主体

とする。第14層からは土師器・須恵器のほかに鉄滓や羽口も出土し、一括廃棄と考えられる。

[出土遺物]住居跡からの出土遺物は土師器坏1点、須恵器坏1点を図示した。これ以外に破片で、

住居跡床面から土師器甕5点・坏3点、堆積土から土師器坏3点が出土している。

外周溝からは大量の遺物が出土している。土師器坏29点・甕23点を図示した。坏はすべてロクロ

調整で、外面に再調整はみられない。内面も再調整のないものが多く、ミガキ後黒色処理されるのは

5点である。器形は底部から口縁にかけて直線的に開くものとやや内湾するもの、口縁が弱く外反す

るものがある。図51-3の坏は口径17.2cm・器高(5.4)cmのかなりの大型で、底部は被熱により剥落

している。図51-4・6は口縁にタール状の炭化物が付着し、灯明皿として使用されたと考えられ

る。甕は口縁部が残存する12点のうち、4点がロクロ使用である。図52-1・4は胴部上半からナ

デやケズリなどの調整がみられ、内面にもナデがみられる。ロクロを使用しない甕には、口縁の外反

が弱く、胴部にふくらみをもたないものと、口縁の外反がやや強く、胴部にふくらみをもつものがあ

る。図52-6は口縁が強く外反し、ロクロ使用の図51-4に似た器形である。図52-10の口縁は直

立する。甕の底部は砂底が主体的だが、ケズリで調整されるもの、木葉痕がみられるものがある。図

53-9は内面に鉄滓が付着している。羽口や炉壁・鉄滓も出土していることから、精錬遺構や鍛冶

遺構(未検出)との関連が想定される。須恵器は坏3点、壷2点、大甕3点を図示した。図54-

2・8は底辺部に再調整がみられる坏である。5点の胎土分析をおこなったが、産地は不明だった。

図示した以外に破片で、土師器甕322点・坏42点、須恵器大甕2点が出土している。羽口5点を図示
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図49　第24号竪穴住居跡(1)

－76－





図51　第24号竪穴住居跡(3)
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図52　第24号竪穴住居跡(4)
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図53　第24号竪穴住居跡(5)

－80－



図54　第24号竪穴住居跡(6)

－81－









図57　第101Ⅰ・Ⅱ号竪穴住居跡
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図58　第101Ⅰ号竪穴住居跡
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第102号竪穴住居跡(図59)

[位置・確認]AH-34・35、AI-35グリッドに位置し、標高は約36.5mである。第15・101号竪穴

住居跡を精査中、それぞれの床面で本住居跡を確認した。

[重複]第11・15Ⅰ～Ⅲ・101Ⅰ・Ⅱ号竪穴住居跡、第11号溝跡と重複し、本住居跡が最も古い。

[平面形・規模]西壁4.0m、残存する東壁1.9m、南壁0.8m、北壁2.7mで、東壁の位置から南北壁の

長さは約3.6mと推定され、平面形は東西壁が若干長い方形を呈すると考えられる。壁高は壁の残存

する南壁で第101号竪穴住居跡床面までの高さが4cm、西壁で15～25cmを測り、ほぼ垂直に立ち上

がる。床面の残存する面積は2.2㎡、周溝の位置から推定される床面積は約9㎡である。

[堆積土]3層に分層された。ロームブロック・粘土ブロックを多く混入するにぶい黄褐色土を主体

とする人為堆積である。第1層上面は第101号竪穴住居跡の床面として利用されているため、堅くし

まっている。

[床面]第101号竪穴住居跡の床面レベルが高いため、第101号竪穴住居跡と重複する範囲にのみ床

面が検出された。第Ⅶ層をそのまま床面としており、概ね平坦である。

[カマド]検出されなかった。

[柱穴]柱穴と思われるピットは5基検出された(ピット2～6)。ピット2～5は周溝上に位置する。

このほか、第11号竪穴住居跡内のピットが本住居跡に伴う可能性があるため、図示してピット6と

した。住居跡の四隅とその中間に柱穴を持つ配置と考えられる。

[周溝]幅8～38cm、深さ3～10cmの浅くなだらかな周溝が断続的に検出された。

[ピット]1基検出された。ピット1は50×40cmの隅丸長方形を呈する。ロームブロック、焼土等の

混入する暗褐色土で埋め戻されているがあまりしまっていない。

[出土遺物]出土しなかった。

[小結]本住居跡と第101Ⅱ号竪穴住居跡は軸方向が同一で、時間的に連続していた可能性が高く、

第101Ⅱ号竪穴住居跡は本住居跡の拡張とみられる。このことから、本住居跡の機能していた年代は

概ね9世紀後葉～末葉と考えられる。また、面積は倍以上に拡張されたと推定され、これに対応して

主柱をもつ上屋構造に変えたものと考えられる。(水谷)
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第3節　土坑

今年度検出された土坑は53基である。調査区のほぼ全域で検出されているが、西側ではあまり多

くなく、東側で多く検出されている。特にAI～ALラインの幅20mの南北にのびるライン上には53基

のうち半数以上の34基が集中する。土坑の時期は堆積土・出土遺物などから、大半が平安時代に属

すると考えられる。

土坑番号は検出順に付したが、その後の調査において土坑と認定できないものは欠番とした。欠番

とした土坑番号は1・18・47・49・51である。また、第31号土坑は平成13年度調査の竪穴住居跡

と重複するため、来年度報告する。

ここでは、形態・断面形・規模による分類をおこない、記載も分類ごとにまとめることとした。

個々の土坑の位置・規模・分類等については計測表を参照されたい。表中の「(　)」は残存値を、

「-」は不明・あるいは計測不能を表している。重複の「→」は「旧→新」を表し、「→SK-2」は

「本土坑は第2号土坑より古い」ことを意味する。出土遺物の「堆」は堆積土から「底」は底面から

の出土を表している。

平面形により次のように分類する。

a類　円形

b類　楕円形

c類　方形

d類　重複により、不明のもの

このほか、断面形・規模により適宜細分をおこなっている。以下、各分類ごとに記述する。各分類

ごとの分布は図75に示している。併せて参照されたい。

a類　円形

本類に分類される土坑は第2～7・9・14・17・22・23・25・29・37・40・43・54・55号土

坑の18基である。本類の土坑は調査区ほぼ全域に点在するが、AIラインより東で多く検出され、特

に南側に偏って分布する。規模は径218cmの第3号土坑が最大、径58cmの第37号土坑が最小である。

規模と断面形により次のように細分される。

i.規模は2mを超える大型で、壁がほぼ垂直に立ち上がるもの

ii.規模は1.5m以上で、壁がやや開きながら立ち上がるもの

iii.規模は1.5m前後を中心とし、壁が開きながら立ち上がるもの

iv.規模は1m以上で壁がほぼ垂直に立ち上がるもの

v.規模が1m以下の小型のもの

i.規模は2mを超える大型で、壁がほぼ垂直に立ち上がるもの(図61)

第3・9号土坑が本類に含まれる。2基とも径2m前後のきれいな円形を呈し、深さも50cm前後

である。堆積土にはロームやロームブロックが混入し、人為堆積と考えられる。2基は調査区南側で

10mほど離れて検出されている。規模や堆積状況など類似点が多いことから、同様の機能をもつ土

坑と推定される。
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図61土坑a類(1)
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図63土坑a類(3)
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第3章検出遺構と出土遺物

ii.規模は1.5m以上で、壁がやや開きながら立ち上がるもの(図61・62)

第17号土坑が本類に含まれる。開口部197×182cmと大型で、深さも41cmと比較的深い。土坑の西

側には約20cmの段差をもつ。堆積土は7層に分層され、ロームや炭化物が混入する暗褐色土を主体

とし、人為堆積と考えられる。本土坑からは遺物が多量に出土している。遺物は底面からも出土して

いるが、堆積土上位・斜面上位から多く出土している。土師器圷3点・甕5点、須恵器圷2点・甕1

点を図示した。図62-1はロクロ不使用の土師器圷で、底部から口縁にかけて内湾する器形で、全

体的に歪みがみられる。器壁は厚く、底部は台状になっている。外面はケズリで成形後、ナデを施し

ている。底面はケズリがみられる。図62-2の甕は胴部中央にふくらみをもつ器形である。口縁は

短く外反する。これ以外は口縁部は短く、胴部にふくらみをもたない器形と考えられる。図61-4

は酸化焔焼成の須恵器圷である。図61-5には「#」の箆記号がみられる。このほか、製塩土器片

1点が出土した。本土坑は規模や堆積状況・遺物の出土状況から土墳墓の可能性を考え、土壌のリ

ン・カルシウム分析及び脂肪酸分析をおこなった(第4章第4節参照)。

iii.規模は1.5m前後を中心とし、壁が開きながら立ち上がるもの(図62・63)

第2・4・5・6・7・22号土坑が本類に含まれる。、最大は第7号土坑の径179cm、最小は第2

号土坑の径140cmで、深さは第6号土坑の40cmを除けば、すべて20cm前後である。このうち、第

4・6・7号土坑には炭化物・焼土・粘土が堆積していた。特に第7号土坑では底面東側に122×

100cmの範囲で粘土がみとめられた。粘土の厚さは10cmに及び、焼土ブロックや炭化物が混入し、土

坑内にカマド状の施設がつくられていた可能性が考えられる。このほかに、第5号土坑の堆積土には

炭化物が混入する。これらの土坑からは土師器片・須恵器片が底面や堆積土から10～30点出土して

いるが、器形を復元できたものは少ない。土坑の機能を特定できるような遺物も出土していない。し

かし、これら4基はAI・AJ-36・37グリッドの8m四方の範囲に集中し、約2mの等間隔で立地す

ることからも、同様の機能をもつ土坑と推測される。

iv.規模は1m以上で壁が開きながら立ち上がるもの(図63・64)

第14・43・55号土坑が本類に含まれる。3基は調査区内に点在する。規模は径110cm前後でまと

まりがあるが、深さは30～50cmとややバラツキがみられる。第14号土坑は自然堆積、これ以外は人

為堆積と考えられる。第43号土坑の底面直上から須恵器圷と敲石が出土している。

v.規模が1m以下の小型のもの(図64)

第23・25・29・37・40・54号土坑が本類に含まれる。第54号土坑以外はAK-33・34グリッド

を中心とする区域に集中している。規模は径58～87cm、深さは20～40cmで、規模・深さともにやや

バラツキがある。第40号土坑は壁がほぼ垂直に立ち上がり、底面が平坦であるが、他は平坦面をも

たず、壁は開きながら立ち上がり、断面形はU字状を呈する。堆積土は1～2層に分層されるが、黒

褐色土を主体とするものがほとんどである。遺物も小破片が多く、復元できたものは少ない。

b類楕円形

本類に分類される土坑は第10・16・21・24・26・28・30・32・35・36・39・44・53・57～

59号土坑の16基である。調査区中央部で多く検出され、他の分類にくらべ分布範囲は狭い。最大は

第44号土坑の長軸367cm、最小は第53号土坑の長軸87cmである。規模にはバラッキがみられ、a類

一95―



図64土坑a類(4)

やc類のようにすべてを規模によって分類することはできなかったため、断面形のみによって二分し

 た。

i.壁がほぼ垂直に立ち上がるもの

ii.壁が開きながら立ち上がるもの
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第3章検出遺構と出土遺物

i.壁がほぼ垂直に立ち上がるもの(図65・66)

第10・16・24・44号土坑が本類に含まれる。調査区南側のAM-36グリッドから中央部のAG-

30グリッドにかけてほぼ一直線上に並ぶ。最大は第44号土坑の長軸367cm、最小は第24号土坑の長

軸130cmで、規模にはかなりのバラッキがある。深さは47～53cmとまとまっていて、ii類にくらべ

ると深いものが多い。

第44号土坑は開口部367×185cmを測り、今年度検出された土坑のなかで最大の規模をもつ。平面

形は南東側がやや広い楕円形を呈する。堆積土は8層に分層され、黒褐色土と暗褐色土が混在する。

堆積土全体には炭化物や焼土が混入し、第2・5層は廃棄された焼土と考えられる。堆積土中からは

多量の土師器のほか、須恵器・縄文土器・礫石器が出土している。遺物は位置的には土坑北東側、レ

ベルでは堆積土上位から多く出土しているが、北東側では堆積土下位からも出土している。出土点数

は多いが、復元できたものは少なく、流れ込みと考えられる。土師器圷2点・甕12点・塙1点を図

示した。甕はロクロ使用のものが2点出土している。甕は口縁が短く、弱く外反するものが多い。図

65-7・図66-3は口縁部がかなり短く、底部から口縁までほぼ直線的に立ち上がる器形と推定さ

れる。図65-10の禍は底部から直線的に開く器形である。外面にケズリ、内面にはナデが施される。

図66-9は長さ約23cmの棒状の流紋岩礫で、被熱がみられる。

ii.壁が開きながら立ち上がるもの(図67～69)

本類には12基の土坑が含まれる。第57・58号土坑が調査区西側に位置する以外は、調査区東側の

AG～AL-29～34グリッドに位置する。最大は第58号土坑の長軸248cm、最小は第50号土坑の長軸

135cmで、i類ほどではないものの、規模にはバラツキがある。深さは9～37cmで、i類よりも浅い。

第58号土坑は本類最大の規模をもつが、長軸248cmに対して、短軸は92cmと幅狭く、溝状を呈す

る。底面には耕具痕がみられる。第57号土坑も(221)×(152)cmと大型で幅の狭い平面形を呈する。第

62号溝跡と重複し、東壁は検出されなかった。土層観察用ベルト上での長軸は180cmと推定され、東

側は歪な形だったと推測される。第58号土坑とは長軸方向を同じくし、第45号溝跡を挟んで、2m

の距離にあり、関連性が窺われる。

第36号土坑は205×132cmを測る。東側はやや隅丸方形状で、東西に長軸方向をもつ土坑である。

底面はほぼ平坦で、東端部からは粘土が検出された。粘土は約30cmの広がりをもち、厚さは最大10

cmに及ぶ。堆積土は炭化物・焼土が混入する黒褐色土で、2層に分層された。遺物は粘土周辺の底面

直上から最も多く出土し、西側では上層から出土している。土師器・須恵器が出土しているが、器形

を復元できたものは少ない。第39号土坑は192×(131)cmの東西に長軸方向をもつ土坑である。堆積

土は8層に分層され、ロームが混入する黒褐色土と炭化物が混入する暗褐色土が混在する。人為堆積

と考えられる。遺物は堆積土から土師器・須恵器が出土している。規模・平面形・長軸方向など第

36号土坑と類似点が多く、すぐ隣に位置することからも、2つの土坑は密接な関連をもつと考えら

れる。ただ、土層から新旧関係をみてみると、第39号土坑→第38号土坑→第36号土坑となり、2つ

の土坑は同時存在せず、連続もしないと考えられる。同時存在せず、連続もしない土坑が同じ規模・

形態をもつ理由として、同じ機i能をもつのではないかという推測がされる。遺物は土師器甕を6点図

示した。口縁は短く、口縁から胴部にかけてあまりふくらみをもたない器形と推測される。図68-

2・4の口縁内面には煤状炭化物が帯状に付着している。
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図65土坑b類(1)
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図67　土坑b類(3)
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図68　土坑b類(4)
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図70　土坑c類(1)
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は長く、緩やかに外反する。胴部はややふくらみをもつ。図70-6の羽口は断面が半円状で、先端

には還元がみとめられ、溶着滓が付着する。第15号土坑は258×179cmの長方形を呈する。堆積土は

人為堆積と考えられる。遺物は堆積土から出土している。坏はロクロ使用で外面は再調整なし、内面

はミガキ後黒色処理を施している。須恵器壷は口縁部・胴部・底部が出土している。胴部・底部外面

にはケズリが施される。第8号土坑は重複により全体は明らかではないが、不整な方形を呈すると考

えられる。2基とも深さ40cm以上で、比較的深い。

ii.規模は2mを超える大型で、壁が開きながら立ち上がるもの(図71)

第45・50号土坑が本類に含まれる。どちらも調査区北側に位置する。どちらも全体形は明らかで

はないが、規模はi類よりも大きいと推定される。深さは20～30cmで、i類にくらべ浅い。第45号

土坑は緩やかな北東斜面に位置し、北西側は削平により残存しない。底面は斜面の傾斜に沿っている。

堆積土中には火山灰が層状に堆積している。分析をおこなったところ、十和田a火山灰と判明した

(第4章第2節参照)。第50号土坑は検出できた部分から、不整な方形を呈すると考えられる。ロー

ムブロックが混入する黒褐色土の掘り方をもつが、底面には起伏がみられる。

iii.規模は1.5m以上で、壁がほぼ垂直に立ち上がるもの(図71・72)

第11・12・13号土坑が本類に含まれる。AK-36グリッドに位置する。規模は165～185×143～

169cmでバラツキは比較的小さい。深さは30～50cmとややバラツキがある。底面は平坦である。本

類の土坑はすべて人為堆積と考えられる。第12号土坑では、底面・堆積土中位で粘土が検出されて

いる。本類の土坑は深さがあるためか、他類にくらべて遺物が多い。遺物の多くは堆積土から出土し

ている。第11号土坑からは土師器甕のほか、製塩土器が出土し(図71-2)、板目の痕跡がみられる

底部破片である。第13号土坑の出土遺物は須恵器が主体である。図72-1は壷の胴部破片で、外面

にはケズリがみられ、内面には炭化物が付着している。図72-4は土坑北東隅で立った状態で出土

している。3基の土坑は共通点が多く、近接していることからも、関連性が窺われる。

iv.規模は1.5m以下で、壁が開きながら立ち上がるもの(図73)

第20・33・34・41・42・46・48号土坑が本類に含まれる。第48号土坑が道路西側に位置する以

外は、AJ・AKライン上に集中している。第20号土坑は方形、第48号土坑は長方形、第34・46号土

坑は隅丸長方形、第33・42号土坑は菱形というように平面形に多様性がみられる。第48号土坑は重

複により一部残存しないが、現存値が148cmで、本類に含まれない可能性もある。本土坑の底面は平

坦で、黒色土と褐色土が混入する掘り方をもつ。第41号土坑の遺物は重複する第11号竪穴住居跡構

築の際に巻き上げられたため、遺構確認面よりも上から出土している。図73-1の甕の底部には板

目痕がみられる。図73-5は胴部下半にケズリがみられ、外面には広範囲に炭化物が付着している。

v.規模は1m以下の小型のもの(図73)

第52号土坑1基のみである。開口部87×82cmの隅丸方形を呈し、壁は垂直に立ち上がる。

d類　重複により、不明のもの(図74)

本類に分類される土坑は第19・27・38号土坑の3基である。円形または楕円形を呈すると推定さ

れる。いずれも3基以上の土坑が重複している。
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図71　土坑c類(2)
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図72　土坑c類(3)
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図73　土坑c類(4)
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図75　土坑の分布
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図79　井戸跡出土遺物(3)
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図81　第1～6号溝跡
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図84　第13・16号溝跡
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図86　15・20・28号溝跡
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図87　31・36号溝跡

－126－







図90　第37～39・46・53・69号溝跡
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図91　第40・41・43・44号溝跡

第63～65・68・72号溝跡(図94)　W・X-21・22グリッドに位置する。第63号溝跡は第45号溝

跡の西側に位置するが、他は東側に位置する。第Ⅴ層上面で確認されたが、重複が著しいため、土層

観察用ベルトを残し、掘り下げた。第68号溝跡の南壁は重複のため残存しておらず、北壁は掘りす

ぎたため全体を把握できなかった。第72号溝跡は当初、平面形から第63号溝跡の一部と考えたが、

他の遺構との重複関係から、第63号溝跡とは異なる溝跡と判断し、第72号溝跡としたものである。

いずれの溝跡も全体形は明らかではないが、第54号溝跡と併行してのびると推測され、第54号溝跡

の先端部の付け替えの可能性も考えられる。第63号溝跡の堆積土第1層の褐色土は第54号溝跡や第

23号竪穴住居跡などの周辺の遺構の堆積土にもみられ、斜面上位からの流れ込みと考えられる。遺

物は第52・62～64号溝跡から出土している。これらの時期は重複関係から、9世紀後半～10世紀前

半と考えられる。(新山)

第69号溝跡(図90)　第44号土坑と本溝跡の北側に位置する第37号溝跡と連結して、第18号竪穴住

居跡の外周溝となる可能性もあるが、詳細は不明である。北西方向に向かうにつれて深くなる。第1

号畠跡と重複し、本遺構が古い。土層から、本溝跡の埋没後に第1号畠跡の耕作土である第Ⅳ層が堆

積したと考えられる。(水谷)
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図92　第45号溝跡
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図94　第52・63～65・68・72号溝跡
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図95　第52・63・64号溝跡出土遺物
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第6節　円形周溝

円形周溝の形態を有する遺構は2基検出された。第Ⅶ層上面まで削平を受けており、いずれも主体

部とみられるものは検出できなかった。開口部の向きは不統一で、規模・構造ともに類似点が少ない

ものの、近接した位置で検出されていることから、同様の機能を持ち、時期的にも大きな隔たりはな

いものと思われる。

第1号円形周溝(図98)　AM・AN-35グリッドで検出した。標高約34.5mに位置し、本遺構の周

辺は北東側へ緩やかに傾斜している。第Ⅶ層上面で確認した。平面形は、斜面下方の東北東方向が開

口する馬蹄形状を呈する。規模は溝の内径1.70～1.85m、外径3.1m、開口部幅2.1mである。溝幅は

50～70cmが一般的で、最大96cm、北側の開口部付近では38cm程度にやや狭くなり、両側の開口部端

はともに尖っている。深さは5～12cmで、南側の開口部へ向かって深くなる傾向にある。断面形は

北側では皿状、南側の深い部分では箱状を呈し、底面は凹凸が激しい。溝の壁際及び底面からはピッ

トが3基検出され、このうちの1基は本遺構より新しい。ピット1・2も本遺構に関連する可能性は

低い。ピット1は深さ10cm、ピット2は溝底面から8cm、確認面から18cmである。堆積土は暗褐色

～黒褐色の単層で、ロームや粘土のブロックを多量に混入している。本遺構の時期については、時期

を判断できる遺物等を欠き、詳細は不明であるが、平安時代のものと考えられる。

第2号円形周溝(図98)　AK・AL-31グリッドに位置し、第Ⅶ層上面まで掘り下げたところで確

認した。標高は約35mで、本遺構周辺では地形は南西から北東へ緩やかに傾斜している。第13号溝

跡と重複しており、本遺構が新しい。平面形は北北西が開口する馬蹄形状を呈する。規模は内径4.7

m、外径5.6m、開口部幅3.9mである。円形周溝の幅は40～52cmで一定しているが、北西側の撹乱

から開口部端にかけて、幅14～22cm、深さ6～10cmの幅狭で浅い溝状を呈し、先端は径約20cm、深

さ15cmのピット状になっている。断面形は基本的に逆台形を呈する。壁はやや開きながら立ち上が

るが、部分的に段状に立ち上がる箇所もみられ、底面には凹凸がみられる。ピットは溝上から2基、

内郭から8基検出された。本遺構に関連するかどうかは不明であるが、深さを(　)に示しておく。

ピット1は76×70cmの不整円形を呈し、土層観察から本遺構より古い可能性が高い。ピット2も本

遺構より古い可能性があるが、ピット開口部を粘土などで埋めた形跡がみられないため、不明として

おく。堆積土はA-B・E-Fセクションでは3層、C-Dセクションでは6層に分層された。暗褐

色土～黒褐色土を基調とし、2cm程度のローム粒をまばらに混入している。出土遺物は、土師器甕片

25点、坏片3点、須恵器大甕片4点、壷片1点、坏片1点である。ほとんどが接合しない小片で、

土師器坏1点、須恵器大甕片1点のみ図示した。遺物の出土位置は各セクションの第1～2層中が多

いが、平面的な出土地点の偏りは特にみられず、散在している。本遺構の構築された時期については、

本遺構が第13号溝跡を切って構築されていることから、10世紀後半以降と考えられる。(水谷)
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図98　第1・2号円形周溝
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図100　精錬遺構(2)
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図101　精錬遺構(3)
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面から4cmの高さで段になり、畝間a・dと同様の浅い畝間から深く細い畝間に掘りなおされた可能

性がある。これらの畝間底面は全体的に凹凸がみられる。堆積土は畝間cは2層に分層され、それ以

外は単層である。第2～4層は黒褐色土を基調としてロームが斑状に混入し、第1層はロームの割合

が多いため褐色を呈する。重複関係から、本遺構の年代は10世紀前半と考えられる。

第3号畠跡(図104)　L・M-17グリッドで検出した。標高約41mの調査区際に位置する。第Ⅴ層

上面でロームを含む並走する溝跡を確認した。等高線に直交するN-60°-Eを主軸方向とする畝

間a・bの2本と、等高線に斜交するN-18°-Wを主軸方向とする畝間c～gの5本の2つの区

画が検出された。

[畝間a・b]第45号土坑、第3号畠跡の畝間cと重複するが、新旧関係は不明である。また、西側

は調査区域外に伸びるものと考えられる。規模は、畝間aが検出長2.05m、幅32～42cm、深さ3～

8cm、畝間bが検出長1.65m、幅20～39cm、深さ8～16cmである。断面形はaが浅い箱状、bがU

字状を呈する。底面には凹凸があるが、耕具痕は確認できなかった。2条の畝間の中軸線間の距離は

約1mである。堆積土は3層に分層された。第1層は畝間aの堆積土、第3層は畝間bの堆積土で、

第1層はロームを多く含み、褐色を呈する。第1・3層ともに炭化物と焼土を微量混入している。第

2層は耕作土と考えられる。第Ⅲ層と考えられる黒褐色土をベースに、暗褐色土とロームが斑状に混

入している。

[畝間c～g]第31号溝跡・第45号土坑と重複し、第31号溝跡より本遺構が古く、第45号土坑との

新旧関係は不明である。畠跡は第31号溝跡の南側に伸びていたと思われるが、削平のため確認でき

ない。検出長は28～74cm、幅15～32cm、深さ3～10cmである。断面形は浅いU字状を呈し、底面に

は凹凸がみられるが、耕具痕は確認できなかった。畝間c～gはほぼ等間隔で並んでおり、c～fの

畝間の中軸線間の距離110cmである。f～gの間隔はそれよりもやや広めで、畝間の中軸線間の距離

120cmである。堆積土は3層に分層された。第1層には黒褐色土をベースに褐色のロームを多く含む。

[小結]畝間a・bと畝間c～gは、第31号溝跡と重複し、これより古いことから、平安時代の遺構

と考えられる。両者には新旧関係がある可能性があるが、ほぼ同じ場所が選ばれていることから、時

間差は小さいと考えられる。(水谷)
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図104　第2・3号畠跡
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第9節　遺構外出土遺物

(1)平安時代以前の遺物

遺構外及び平安時代の遺構から、縄文土器や続縄文土器、縄文時代の石器、土製品・石製品が出土

している。

1　土器(図105)

土器には縄文土器と続縄文土器があり、縄文土器が大半を占めている。すべて破片で、完形品や全

形がわかるものがまったくないため、型式判別が難しいものが多い。

縄文土器　細片を主体にして167点、デスクトレー2個分ほどの数量が出土した。調査区のほぼ

全域から出土してはいるが、道路の東側からより多く出土しており、西側からの出土数は少ない。平

安時代以降に構築された遺構の内外から、攪乱を受けた状態で出土している。縄文時代前期から晩期

にいたるまでのものがあるが、前期のものは非常に少ない。これらのなかで36点について述べる。

1は、横方向に絡条体圧痕文が施された口縁部破片で、胎土に繊維痕が認められるものである。前

期末葉の円筒下層d式に比定される。2は横方向絡条体圧痕文と押圧縄文のある隆起帯が施された口

縁部付近の破片であり、中期初頭の円筒上層a式に比定される。また、3～9は黄橙色を呈する中期

の土器破片である。3の波状口縁部破片にはボタン状の貼付がみられ、4の胴部破片には縄文のある

細い隆線が横方向に貼付されている。ともに中葉の円筒上層d式に比定される。また、5の斜め方向

に沈線が施された口縁部破片、および6・7の同一個体とみられる波状突起をもつ大型口縁部破片、

8・9の縦方向に沈線文が施された胴部破片も中葉の榎林式かあるいはその前後の土器型式に比定さ

れる。10はLR単節縄文地に斜方向の細い沈線が施された口縁部破片で、中期末～後期初頭の土器

に比定される。11・12はLR単節縄文を地文とした磨消縄文が施された土器破片で、11は口縁部、

12は胴部である。ともに後期前葉の十腰内Ⅰ式に比定される。また、13～15は同一個体とみられる

土器破片である。13・14は口縁部破片で、口唇部には突起、口縁部には刻みと流水文状の磨消縄文

(LR)が施されている。また、15は胴部で貼瘤がみられることから、後期末～晩期初頭のものとみら

れる。また、14には煤状炭化物が付着している。16～20は晩期の小破片である。16～19はLRの単

節縄文を地文とし、これに平行沈線や刻みが加えられる口縁部破片で、18には煤状炭化物が付着し

ている。また、20は磨消縄文(LR)が施された胴部破片である。いずれも晩期中葉の大洞C1・C2式

に比定されよう。なお、16・17の土器破片は同一個体のものである可能性が高い。21～33は縄文の

みが施された土器破片である。21は尖底気味の深鉢形土器破片で0段多条の羽状縄文を地文として

おり、前期初頭のものである可能性が高い。また、22の結節回転文の土器は、明確ではないが前期

末葉の円筒下層d式頃のものであろう。23・24はRL単節縄文を地文とし、色調が黄橙色であるこ

とから、中期中葉頃の胴部破片であろう。また、25～30の破片は煤状炭化物が付着した口縁・胴部

破片で、二次被熱をうけて脆くなっているものが多い。25にはRLR複節縄文が施されており、そ

れ以外のものにはRLやLRの単節縄文が施されている。いずれも後～晩期のものであろう。また、

31・32の小土器破片は晩期とみられるもので、31にはRの無節縄文が施されている。33の土器破片

は底部に近い部位、34の土器破片は縦方向にRの撚糸文が施されており、ともに晩期のものであろ
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を受け皿代りとして利用した可能性がある。

3　石器(図113・114)

砥石(図113-1～11)　11点出土し、うち9点が流紋岩、1点が泥岩、1点が凝灰岩で、流紋岩

が選択される割合が圧倒的に多い。1・2・4は成形により断面が方形になっているもので、使用面

は3面以上である。1・2の石質は流紋岩、4は泥岩で、使用面は非常になめらかである。1・3は

折損面にも擦痕がみられる。5・6は少しずつ角度を変えながらほぼ全面にわたって使用され、丸み

のある稜線が形成されている。石質は2点とも流紋岩である。主な使用面は緩く湾曲し、他に折損面

の角や、側面の自然面なども使用されている。これらの使用面には、長さ1～6cm、幅0.5～2mm程

度の鋭い研ぎ痕がみられる。7・9は扁平な礫をそのまま用い、両面を主な使用面としたもので、石
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あらと

質は流紋岩である。使用面は1・2・4同様なめらかで、所々に鋭利な研ぎ痕がみられる。8は粗砥

と考えられ、石質は凝灰岩である。幅4～13mm、深さ2～8mmの幅広で深い研ぎ痕が自然礫の側縁

部や角にみられる。表裏面には敲きがみられる。10・11は自然礫の平坦面にわずかに擦り痕が認め

られる。石質は流紋岩である。3は砥石片で、使用により皿状に湾曲している。石質は流紋岩である。

敲石(図114-1・2・4)　敲石とみられるものは3点出土した。1の石質は細粒凝灰岩で、持ち

やすい形状の礫が選択され、側縁の最も幅広となる部分が使用されている。平安時代の遺物ではない

可能性もあるものの、本類に含めた。2は両側縁部、両端部に敲打痕がみられるが、一時的な使用によ

るものと考えられる。扁平な円筒形の流紋岩で、被熱痕も認められる。4の石質はチャートで、端部

に敲打痕がみられる。均質な軽い敲打によるものと思われ、使用部分は平坦で、稜が形成されている。

台石(図114-5・6)　2点とも擦りの痕跡が認められ、置き砥石のようにして使用された可能性

もある。5は台石片で、表面は擦りによって平滑な平坦面となっている。石質は安山岩である。6は

一部に幅1mm、深さ1mm度の研ぎ痕が確認されたのみである。石質は流紋岩である。

その他(図114-3)　円形の扁平な自然礫で、表面に一部敲打痕、側縁に擦り痕が認められる。そ

のほかほぼ全面にわたって被熱し、表裏面の中央部と側縁には厚さ0.5mm程度の炭化物が付着してい

る。どのような用途のによるものか不明であるが、このような円礫は井戸跡などからも出土しており、

そのうち2点の炭化物は赤外分光分析の結果、1点は漆、もう1点は植物繊維の炭化物との結果が得

られている(第4章第6節参照)。(水谷)

4　土製品(図114)

支脚1点、焼成粘土塊1点のほか、不明土製品1点が出土している。7は支脚の底部で、円形の抉

りをもつ。湾曲から支脚の径は約10cmと推定される。接合面で剥離し、外面は浅黄橙色、内面及び

接合面はにぶい橙色を呈する。9は長さ4.1cm、幅2.9cmの不整楕円形の焼成粘土塊である。厚さは

0.9cmで、周縁部が薄く、中央部が厚い。表面には凹凸があるが、裏面は平坦で、平坦面に粘土を押

しつけて成形したものと考えられる。胎土には繊維が混入している。焼成粘土塊はほかにも第1号竪

穴住居跡から2点出土しているが、胎土や成形方法がやや異なる。10は破片のため全体形、用途と

も不明である。大きさは幅6.5cm・高さ4.0cmで、全体は緩く湾曲し、径20cmの円形を呈すると推測さ

れる。厚さは上端1.1cm、下端1.5cmで、内面はほぼ平坦で、外面下端部が肥厚している。外面にはミ
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図105　遺構外出土遺物(1)
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図106　遺構外出土遺物(2)
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図107　遺構外出土遺物(3)
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図108　遺構外出土遺物(4)
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図109　遺構外出土遺物(5)

ガキが施されている。胎土には繊維や石英粒の混入がみられる。下端面が平坦で、擦痕がみられるこ

とから支脚の底部、土器の台部の可能性が考えられる。上端面は擦られて平坦になっている。

羽口片が13点(重量にして849g)出土しているが、小片が多く、図示できたのは1点である。

5　鉄滓

遺構外から20点、重量にして約3kgの鉄滓が出土している。調査区西側から多く出土している。

(新山)
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図110　遺構外出土遺物(6)
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図111　遺構外出土遺物(7)
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図112　遺構外出土遺物(8)
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図114　遺構外出土遺物(10)
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図3　胎土分析須恵器集成
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